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露の雫は星の彼方のミルラの丘から

-ヘンリー･ヴォーンの想像力の一側面について岬

宮 地 信 弘

SomeHermeticAspectsofHenryVaughan'sImagination

Nobuhiro MIYACHI

｢天上の物質にひたされた純粋な水､これが露なのである｡｣

-ガストン･バシュラール『大地と意志の夢想』

天から降りそそぐ純粋な水の元素､透明にして至純の球体一露｡

ルネサンス期及び､従来､形而上詩人と呼び慣わされてきた17世紀前半の詩人たちは､プト

レマイオス的宇宙を形成する天球層という壮大な 〈円環〉から､地球､屋敷､部屋､ミクロコ

スモスとしての人間､果ては恋人の眼球､あるいはマグダラのマリヤの涙1〕といった小さく可

愛らしい〈球体〉まで､いっの時代にもまして､円環･球体のイメージにさまざまな美しい表

現を与えてきた｡中でも露という透明な球体の持っすぐれて詩的なイメージの内抱性を､ちがっ

た方向にではあったが､開拓してみせたのはマーヴェルとヴォーンであろう｡二人はほぼ同時

代を生きたが､市民戦争において議会派の最高司令官であったフェアファクス卿所有のアブル

トン邸に寄寓し､その庭で深いためらいに沈んだ後､ピューリタン陣営に身を投じていくマー

ヴェルと､熱烈な王党派であり､その生涯のほとんどをウェールズ地方で医者として過ごした

ヴォーンはちがった生の軌跡を描いているように､二人の用いるイメージの特質もまた違って

いる｡マーヴュルの詩において､露のイメージは出てくる頻度こそ少ないが､その見事な彫琢

ぶりは英詩の中で類を見ない美しい輝きを放っている｡一方､ヴォーンにおいては､露は特権

的なイメージであり､ヴォーンの想像力のある本質的な側面が強く表れているように思われる｡

この小論では､ヴォーンの宗教詩集SよJe二rScよ乃fよJgα花S(『火花散らす燵石』1650-55)に現れる

詩的イメージ､特に露のイメージについて分析し､その想像力におけるヘルメス哲学的側面に

ついて考察していきたい｡

マーヴェルの『一滴の露に寄せて』は､地上に降りた朝露がその起源の天へ帰りたいと切望

するネオ･プラトニズム的な詩で､主題からすれば､ヴォーンの天上への回帰願望をうたった

一連の宗教詩と実によく似ているのだが､イメージの彫琢のし方にまごうかたなきマーヴュル

的超絶技巧が刻印されている｡

OnaDropofDew

SeehowtheOrientDew,
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Shed from theBosom of theMorn

IntotheblowlngRoses,

YetcarelessofitsMansionnew,

FortheclearRegionwhere'twasborn,

Roundinitsselfincloses,

AndinitslittleGlobesExtent,

Frames asit canitsnativeElement.

Howitthepurpleflow'rdoesslight,

Scarcetouchingwhereitlyes,

ButgazlngbackupontheSkies,

ShineswithamournfulLight;

LikeitsownTear,

BecausesolongdividedfromtheSphear.

Restlessitroulesandunsecure,

Tremblinglestitgrowimpure:

TillthewarmSunpittyit'sPain,

AndtotheSkiesexhaleitbackagaln.

SotheSoul,thatDrop,thatRay

OftheclearFountainofEternalDay,

Coulditwithinthehumaneflow'rbeseen,

Rememberingstillitsfromerheight,

Shunsthesweetleavesandblossomsgreen;

And,reCOllectlngltSOWnLight,

Does,initspureandcirclingthoughts,eXPreSS

ThegreaterHeaveninanHeavenLess･2) (11.1-26.)

マーヴュルの露は〈球体〉 という形態の持っ内抱性を遺憾なく表現しつくしている感がある｡

赤いバラの暗示する官能性と､天上への切なる憧れを秘めた純粋球体(露)の純一｣性の対比､

露一涙一天球層一魂-マナという破綻を見せないイメージの連続､｢純粋にして円環をなす思

い｣"pureandcirclingthoughts"(1-25.)という知的表現､ミクロコスモス(露)がマクロ

コスモス(天)を包み込むという､いかにもマーヴュルらしい照応理論の応用､そうした感覚

に溶け込んだ一連の知的要素､すなわちエリオットの言う"atoughreasonablenessbeneath

theslightlyricgrace"3)がこの詩に独特の硬質の美を与えており､詩全体が自足した一個の

｢精巧な壷｣として端然と吃立している｡その結果､マーヴェルのスタンスにはどことなく

detachmentが感じられ､ヴォーンのattachmentと対照的だという印象を受ける｡

マーヴュルの美しく洗練された露とは違って､ヴォーンの露の特質はヘルメス哲学的な色彩

をおびた宇宙的な活力の記号として現れるところにあるように思われる｡ヴォーンは球体とし

ての露の形態には一切目もくれず､何よりも根源的な水の内抱性を読み込んでいく｡5ZJeズ

滋よ花fよZJα乃Sに数多く出てくる露のイメージは､いずれも神の恵みという宗教的意味を担って

いる｡しかし､そのような伝統的な象徴的意味に加えて､彼の得意とする植物暗喩と結びつい
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て､しばしば独特の物質的な手触りが伝わってくる｡そのあたりを､まず"TheMorning-

watch''という詩について見てみよう｡

OJoyes!Infinitesweetness!withwhatflowres,

Andshootsofglory,mySOulbreakes,andbuds!

Allthelonghoures

Ofnight,andRest

Throughthestillshrouds

Ofsleep,andClouds,

ThisDewfellonmyBreast;

Ohowit創0乙Jds,

AndSpiritsallmyEarth!heark!InwhatRings,

And勒m7ungCirculations thequickworld

Awakes,andsings;

TherislngWinds,

AndfallingsprlngS,

Birds,beasts,allthings

Adorehimin their kinds.

Thus allis hurl'd

InsacredHj]mneS,andOrder,thegreat

And Symphonyofnature.4) (11.1-18.)

早朝､万物がめざめ､魂が恵みの露を受けて新鮮に再生していく喜びを歌う詩である｡ここで

注目に値するイメージとして(1)植物暗喩､(2)浄化する露､(3)被造物による神の賛美､

の三つをあげることができよう｡1-2行目の､魂を植物的生命とのアナロジーでとらえる

｢魂の芽吹き｣という観念はヴォーンの多くの詩に現れ､彼の最も好むメタファーの一つであ

る｡魂の再生を植物の芽生えや開花という言葉で語るとき､それは単なる比喩ではなく､何か

しら生々しい手触りを感じさせる類いのきわめてアーキタイプ(祖型)的なメタファーとして

機能している｡それがヴォーンの植物暗喩の特徴的なところで､それは｢植物｣という根源的

なイメージ自体が普遍的な喚起力を秘めているところから生まれるものであろう｡詩人の魂は

｢植物のように｣再生していくのではなく､｢植物として｣｢芽を出し｣(breakes)､｢開花し

(buds)｣､再生していくのである｡したがってここでうたわれている朝の目覚めは霊的再生

の喜びであると同時に､植物としての生命復活の喜びと同義なのである｡続く箇所(11.3-6.)

における夜の永い眠りも､現世の罪と神を隠す雲の帳に閉ざされて､魂は死の状態にあったと

いう象徴的な意味と同時に植物としての眠りという具体的な手触りを忘れてはなるまい｡

詩人=植物の胸ふところに降りた朝の露は｢血液となり｣(Blouds)､｢精気となって｣

(Spirits)､詩人の体内をめぐる｡(ここでは詩人の体は大地と同一視される｡)spiritという

動詞は､詩人の肉体=｢土くれ｣(Earth)に魂を復活させるという意味合いよりも､古代生

理学でいう｢精気｣という物質(血液から生じて精神と肉体を結ぶ物質)をその肉体に与える

という具体的な意味が第一義である｡そのように露は詩人に植物としての物質的再生を促して
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いく活力の源として機能している｡罪の世界からの魂の浄化という宗教的テーマをそのように

祖型的な暗喩でとらえるところにヴォーンの想像力の特質があり､またそこに彼の詩の中心的

なイメージである植物暗喩と露という根源的な水が伝える生々しい手触りの秘密があると思わ

れる｡

血となり､精気と変じた露はやがて肉体=世界を循環し､活力を与えられたすべての被造物

はめざめて賛美の歌をうたいだし､神を讃える｡｢わきおこる風｣(risingwinds)や｢あふれ

出る泉｣(fallingsprings)が､先の｢夜｣(night)や｢眠り｣(sleep),｢雲｣(Clouds)とは

対照的にそうした新たな生命のシンボルであることば言うまでもない｡そのような再生の喜び

は万物が壮大な調和をなして､賛美しつつ旋回し､｢自然の交響楽｣(Symphony of nature)

を奏でるというイメージで頂点に達する｡すなわち､露の一滴は詩人を罪から浄化していく神

の恵みのみならず､全被造物にはたらきかける宇宙的活力としてもとらえられているのであ

る｡

ここで注意しておくべきことば､被造物による神の賛美という観念がヴォーンに特徴的なこ

とであるだけでなく､ヴォーンがその影響をうけたとされるヘルメス哲学的な思想でもあると

いうことである｡これは被造物に対するヴォーンの態度､ひいては彼の自然観ともかかわる重

要な事柄である｡無生物にも感覚があるとする観念は他の詩にもしばしば現れる｡

Walkwiththefellow-Cleatures:nOtethehush

Andwhi軍erSamOngStthem.there'snota劫r乙ng,

OrLeqfebuthathhisMoming,hymn;EachBus

AndOakdothknowIAM;CanStthounotslng?5〕

("RulesandLessons"11.13-16.)

また時には人間は被造物に劣り､その安定性を羨望することもある｡

IwouldIwereastone,Ortree,

Orflowrebypedigree,

Orsomepoorhigh-Wayherb,OrSpring

Toflow,Orbirdtoslng!

ThenshouldI(tyedtoonesurestate,)

Alldayexpectmydate;6)

(``Anddotheyso?"11.11-16.)

この観念は｢ハーバードの息子｣といわれるはどゲォーンが深く私淑したハーバートにも見え

ない｡7)この観念は何よりも｢創造｣(creation)ということを強調するヘルメス哲学の影響を

受けたものと見ることができる｡たとえば､ヘンリーヴォーンの双生児で､ヘルメス哲学者で

あったトマス･ヴォーンは､その著書A几班orqposqpゐiα乃eomαg云cαで､たとえ遣遥学派の

哲学者たちが､神を､石と木材で家をっくる大工と同じく､単なる組立て工と見なしても､こ

の世界は神の建築した世界であり､生き生きとした霊に満ちていると述べている｡もともと自

然の事物の観察に長けていたヴォーンに､ヘルメス哲学がそれらを神の創造の豊かさや驚異を
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表す記号として解読する方法を教えたものと考えていいのではないだろうか｡

先に引用した"TheMorning-WatCh"の図形的な特徴にふれて､Pettetは｢長い行と短い行

でつくりあげる十字架の視覚的パターンも意義深い｣8)といい､ここにキリストの購罪のイメー

ジを読み取ろうとしている｡こうした穿った見方も十分納得のいくことで､ヴォーンにあって

は露がキリストの購いの血､そしてキリストの涙と結びっくことが多いからである｡露=キリ

ストの聴いの血という結びつきを``Disorderandfrailty"という詩で確認しておこう｡

Ithreatenheaven,andfrommyCell

OfClay,andfrailtybreak,andbud

Touch'dbythyfire,andbreath;Thybloud

Too,ismyDew,andsprlnglngWel.9) (11.16-19.)

また同様のイメージは次の詩にも見られる｡

MyGod!thouthatdidstdyeforme,

ThesethydeathsfruitsIofferthee;

Deaththattomewaslifeandlight,

Butdarkanddeepp YlgStOthysight.

Somedropsofthyall-quickningblood

Fellonmyheart;thosemadeitbud

Andputforththus,thoughLord,before

Thegroundwascurst,andvoidofstore.10)

(``tomymostmerciful...''11.11-8.)

引用したこれらの詩においても植物暗喩が中心的なイメージとなっており(`･threaten",

"break","bud")､魂を芽吹く植物のメタファーで語る詩人の偏執ぶりがうかがえる｡また

露=キリストの涙というイメージは次の詩に見られる｡

Oholygroans!GroansoftheDove!

Ohealingtears!thetearsoflove!

Dewofthedead!whichmakesdustmove

Andsprlng,howis,tthatyousosadlygrleVe,

Whocan relieve?11)

(``Jesusweeping"11.9-13.)

また､上に引いた"Disorderandfrailty"でほ､浄化再生の働きをする力として､キリストの

血という〈水〉の原理に加えて､〈火〉の原理が現れる｡もちろんこれは錬金術の火であって､

購い主キリストの恵みが､罪人たちのことを思って流す涙や購いの血としてだけでなく､罪を

浄化する炎としても現れることはヴォーンの詩では珍しいことではない｡
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But sincehe

Thatbrightnesssoil'd

Hisgarmentsbe

Alldarkandspoil'd,

Andhereareleftasnothingworth,

TilltheRefiner,sfirebreaksforth.12)

(``Ascension-hymn"ll.25-30.)

Soletthygracenowmaketheway

Evenforthylove;forbythatmeans

We,Whoartnothingbutfoulclay,

Shallbefinegold,Whichthoudidstcleanse.

Ocome!refineuswiththyfire!

Refineus!we areat aloss.

LetnotthystarsforBalaamshire

Dissolveintothecommondross!13)

("Whitesunday''11.57-64.)

Ocomeandrend,

Orbowtheheavens!Lordbowthemanddescend,

Andatthypresencemakethesemountainsflow,

ThesemountainsofcoldIceinme!Thou art

Refiningfire,Othenrefinemyheart,

Myfoul,foulheart!Thouartimmortalheat,

HeatmotionglVeS;Thenwarmit,tillitbeat,

Sobeatforthee,...14)

("Love-Sick"11.9-16.)

もともと､卑金属を貴金属に変えていく金属変成の業である錬金術と､霊的再生の探求ほパラ

レルな営みであった｡物質と精神との間に類比的な関係を想定する錬金術のイメージが､ヘル

メス哲学に関JL､を抱いていたヴォーンの､霊的再生を第一の主題とするSよねズ5cよ花とよJgα花Sに用

いられたとしても不思議なことではない｡

我々はここでもまたヴォーンにおけるヘルメス哲学的な観念と正統キリスト教神学の微妙な

結び付きに出会うことになる｡つまり､キリスト像に関連して､罪人の購い主として涙を流し､

血を流されたキリストのイメージと､錬金術的な火の原理で詩人に迫ってくる神のイメージと

の問に何かしら違いがあるように思えるのである｡前者が正統キリスト的な人格神であるとす

れば､後者はヘルメス哲学的な｢宇宙的なキリスト｣(CosmicChrist)15)のイメージを伝える

ものである｡ヴォーンのキリストのイメージは前者が圧倒的であるが､後者のイメージも決し

て弱くはないのである｡

"TheMorning-WatCh"やその他いくつかの詩で見たように､ヴォーンの露のイメージは､

その内抱性が発揮される時､植物の暗喩と不可離的に結びついている｡その強い結びつきを今
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度は"TbeSap"という詩について見てみよう｡この詩もキリストの血による罪の購いというモ

チーフを扱っているが､いっそうの時間的な拡がりを持ち､ヴィジョン的な特質を秘めている

点で､より｢ヴォーン的｣な詩である｡

ComesaplessBlossom,CreepnOtStilonEarth

Forgettlngthyfirstbirth;

'Tisnotfromdust,Orifso,Whydostthou

Thuscaland thirst for dew?

Ittendsnotthither,ifitdoth,Whythen

Thisgrowthandstretchforheav'n?

Thyrootsucksbutdiseases,WOrmSthereseat

Andclaimit for theirmeat.

Whoplac'dtheehere,didsomethingthenInfuse

Whichnowcanteltheenews.16)

(11.1-10.)

この世に咲いた｢樹液を持たぬ花｣(SaplessBlossom)が､2行目で､｢初めの生まれ｣

(thyfirstbirth)を忘れかけ､地を這うあわれな存在として措かれる時､この花は自然の花

からただちに幻視の花に､あるいは現世を生きる人間のエンブレムに変貌する｡それにつれて､

"sapless''という語も､｢霊的生命の枯渇した｣というメタフォリカルなレヴェルの意味が明

瞭になる｡そして､｢樹液｣という祖型的イメージが､これまでの露や血と同様､根源的な

〈水〉のイメージの変形したものであることがわかる｡現世にあって霊的生命を生きようとす

る人間=花は､地上の部分は天上に向かって伸びっっも､根元からは､養分ではなく､現世の

｢病い｣(diseases)を吸い上げざるをえない｡それでも決して人間は｢塵｣ではなく(,Tis

notfromdu占t)､｢本来の起源｣(thyfirstbirth)は神にあるとする｡この発想が､〈万物〉

(theAll)は〈一者〉(theOne)から溢れ出るとするネオ･プラトニズムの〈流出〉(emana-

tion)の原理に樟さしたものであることは明らかであるが､また同時にきわめてヘルメス哲学

的でもある｡ヘルメス哲学とネオ･プラトニズムは必ずしも矛盾しあうものではなかったが､

ヘルメス哲学では､正統思想とは異なり､人間をアダムの堕罪による呪われた存在とは見ない｡

｢ヘルメス的人間｣(HermeticMan)17)とは､神の愛によって造られ､本来｢両性貝有的存在｣

(hermaphroditic)であったとする｡mOrtalでありつつ､immortalでもあり､神のレヴュル

に達しうる存在であるとする｡ただし､ヴォーンはこのようなヘルメス哲学でいう原初のイデ

ア的人間の考えをそのまま受け入れているわけではない｡アダムの原罪によって被造物すべて

がその呪いを受けたとする正統思想の方が､詩の中では圧倒的に優勢であり､それを信じてい

ることは疑いをえない｡しかし同時にヘルメス哲学的人間観にもいく分かは共感していたらし

いことば彼の根深い回帰願望によく表われているように思われる｡アダムの罪の呪いを受けて､

現世の暗い墓の中に生きなければならぬ人間とはいえ､その起源は神にあり､神の光の海から

やってきて､今なお､その聖なる光を分有するという見方は､たとえば､次の詩に美しく表明

されている｡
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Dearstream!dearbank,WhereoftenI

Havesate,andpleas'dmypensiveeye,

Why,Sinceeachdropofthyquickstore

Runsthither,Whenceitflow'dbefore,

Shouldpoorsoulsfearashadeornight,

Whocame(sure)fromaseaoflight?18)

("TheWater-fall"11.13-18.)

また次の"Corruption"と題する詩では､アダムの堕罪後も､人間は､劣ったとはいえ､本来

の光を完全には失っていないとする｡

Sure,itwasso.Maninthoseearlydays

Wasnotallstone,andearth,

Heshinedalittle,andbythoseweakrays

Hadsomeglimpseofhisbirth.

Hesaw Heaveno'erhishead,andknewfromwhence

Hecame(condemned,)hither,

And,aSfirstlovedrawsstrongest,SOfromhence

Hismindsureprogressedthither.19)

("Corruption"11.1-8.)

したがって､そのかすかな光の記憶を持っ人間は､その光を｢再び集めて｣(reTCOllect)､本

来の光を｢思いおこし｣(recollect)､その起源へ帰ろうと願う｡ここからヴォーンの宗教詩の

基本的モチーフの一つである 〈巡礼〉のモチーフが生まれる｡ヴォーンの詩で最もよく知られ

た"TheRetreate"という詩も､単にワーズワス的な幼年期への退行願望をあらわした詩でほ

なく､幼年期をっき抜けて｢最初の愛｣(myfirstlove)すなわち､神のもとへの回帰願望を

うたった詩と見るべきなのである｡おそらくヴォーンの存在感覚の重要な部分を表わし､同時

に17世紀中葉の時代精神と深く関連していると思われる 〈巡礼〉のモチーフについては､しか

し､ここでは取り上げない｡

"TheSap"の9行目に､その花を現世においた者は､その時に｢あるもの｣(something)

を与えておき､それが今｢ある知らせ｣(news)､すなわち福音を告げうるという｡この｢あ

るもの｣とは何か｡実はこれとよく似た表現が"TheSeedgrowingsecretly"(この詩もヴォー

ン的な植物暗喩に根ざしたすぐれた一篇である)にもある｡

SomethingIhad,Whichlongago

Didlearntosuck,andsip,andtaste,

Butnowgrownsickly,Sadandslow,

Dothfretandwrangle,Plneandwaste.20) (11.9-12.)

ペンギン版『ヴォーン全詩集』を編纂したA.Rudrumはこの"Something"を｢霊的生命｣

(Spirituallife)21)と解釈している｡"TheSap"における花=人間のそれも同じものを指して
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いると考えられる｡つまり､この花は､人間の本質が霊的生命にあり､それが故に天上の純粋

な水=露を求めるという人間の魂の記号となっているのである｡この花の待ちのぞむ露こそは､

その根が地面(現世)から吸いあげる偽りの樹液である｢病い｣=罪を癒し､浄化する真の樹

液であり､根源的な元素としての水なのである｡

その根源的な水としての露はどこから来るか｡バシュラールにならって､｢もっとも天気の

よい日に大空からやってくる｣22)と答えてもよかろう｡その｢大空｣を､"Sap"という詩に即

して言いかえれば､｢星の彼方のミルラの花咲く丘｣から露は降りそそぐということになる｡

ThereisbeyondtheStarsanhilofmyrrh

Fromwhichsomedropsfalhere,

OnitthePrinceofSalemsits,Whodeals

Totheethysecretmeals,

ThereisthyCountry,andheistheway

Andhathwithalthekey.23) (11.11-16.)

ここで､読者の視線は地上からいっきよに星界の領域へ引き上げられ､星のきらめく世界の彼

方にある聖なるミルラの花咲く丘という幻視的イメージが広がる｡この詩に限らず､ヴォーン

の詩では､地上の魂=植物は天空の星と感応し合うという｢共感｣(sympathy)の観念が随

所に現れる｡ルネサンス期及び17世紀文学に共通して見られる｢存在の大いなる鎖｣(Tbe

GreatChainofBeing)や｢万物照応｣(correspondence)の理論の浸透だと言ってしまえば､

それまでだが､それはまた､ヘルメス哲学が愛用した観念であり､そうした観念を表現する際

の用語がヘルメス哲学的な色彩に色濃く染まっているのが､ヴォーン的な特徴なのである｡た

とえばヴォpンが好む"magnetism"("Cock-CrOWing"1.5.)や"sympathie"("TheStarre"

1.16.)という語はきわめてhermeticな語である｡

そのミルラの丘とは､すなわち天上であり､花の｢故国｣(thyCountry)であり｢サレム

の王｣(thePrinceofSalem)が座し､そこからL｢秘密の糧｣(thysecretmeals)である露を

地上へと配っていくところである｡つまり露の生まれるところは最もはるかな空の高み､バシュ

ラールの言う｢最も高い天界｣24)にあり､したがってこの露はただの露ではなく､絶対的な力

を秘めた｢宇宙的薬剤｣25)としての露であり､たったの一雫で圧倒的な不純物を純化しうる純

粋元素としての水なのである｡露は正統神学でいうキリストの購いの血という観念と結びっい

て神の恵みという象徴的意味を獲得するが､それも水という祖型的イメージが根源的な生命力

という内抱的意味を普遍的に伝えうるからであろう｡

星界の植物園のイメージから､続いて詩はキリストの購いの場面の瞑想へと進む｡

Yetliv'dheheresometimes,andboreforthee

Aworldofmiserie,

Forthee,Whointhefirstmansloynsdidstfal

Fromthathiltothisvale,

Andhadnothesodone,itismosttrue

Twodeathshadbinthydue;
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Butgolnghence,andknowlngWelwhatwoes

Mighthisfriendsdiscompose,

Toshewwhatstrangelovehehadtoourgood

Hegavehissacredbloud

Bywiloursap,andCordial;nOWinthis

Liessuchaheav'nofbliss,

That,Whobuttrulytastsit,nOdecay

Cantouchhimanyway,

Suchsecretlife,andvertueinitlies

It wilexalt and rise

Andactuatesuchspiritsasareshed

Orreadytobedead,

Andbringnewtoo.Getthenthissap,andget

Goodstoreofit,butlet

Thevesselwhereyouputitbeforsure

Toallyourpow'rmostpure;

Thereisatalltimes(thoughshutup)inyou

Apowerful,raredew,

Whichonlygriefandloveextract;Withthis

Besure,andnevermiss,

Towashyourvesselwel:Thenhumblytake

Thisbalmforsoulsthatake,

Andonewhodrankitthus,aSSureSthatyou

ShalfindaJoysotrue,

SuchperfectEase,andsuchalivelysense

OfgraceagalnStallsins,

Thatyou'1ConfesstheComfortsuch,aSeVen

Bringsto,andcomesfromHeaven･26) (11.17-50.)

ここでも浄化する水という観念はキリストの購罪という観念と結びつく｡露のイメージはこの

部分でさまざまに姿をかえて出てくる｡人間は｢最初の人間｣(thefirstman)であるアダム

の原罪により､この涙の谷間に落ち､もし｢サレムの王｣すなわち､第二のアダムであるキリ

ストによる購罪がなかったならば､｢二つの死｣(twodeaths)(肉体の死と最後の審判の時の

堕地獄=魂の死)が人間の受ける分であったはずだが､神の｢奇すしき愛｣(strangelove)

を示すために王(キリスト)はその｢聖なる血｣(Sacredbloud)を与えられたとする｡それ

が｢我らにとっての(真の)樹液｣(ourSap)であり､｢霊薬｣(Cordial)であり､また､悲

しみと愛のみが抽出する｢力強い､類い稀な露｣(apowerful,raredew)､そして悩める魂の

｢香油｣(balm)なのであると言う｡｢樹液｣｢露｣｢血｣｢霊薬｣｢涙｣｢香油｣というようにさ

まざまにその姿形が変わろうと､ヴォーンおいては､神の恵みという宗教的主題は一面で深く

〈水〉の原理と結びっいて現れる｡
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以上見てきた植物暗喩や露のイメージはヴォーンの詩的想像力のどのような特質を示してい

るであろうか｡露のイメージはそれと等価のイメージにいろいろと姿を変えるが､いずれも根

源的な生命力の水というものを志向している｡それは祖型的な植物メタファーと同様アーキタ

イブとしての水である｡そうした祖型的な次元でイメージをとらえようとするヴォーンの想像

力を元素的想像力､あるいは､バシュラールの言葉を借りて､｢物質的想像力の感覚｣27)と呼

んでもいいだろう｡そのような元素的想像力でとらえられた祖型的な水の原理､すなわち露は

｢絶対的な力｣｢汎栄養性｣｢生殖性｣訪)といった宇宙の根源的な力を秘めた純粋元素として作

用する｡その意味では､ヴォーンの露は17世紀という時代を越えたイメージとなっている｡

祖型的イメージは､普遍的で人類に共通のものだからである｡

しかし､またヴォーンの露はやはり17世紀の露でもある｡と言っておく必要があるだろうヴォー

ンのそのような元素的想像力は当時のヘルメス哲学という隠秘哲学の思想と微妙に結びついて､

ヴォrンの詩に､ある意味ではidiosyncraticな肌ざわりを与えているからである｡たとえば､

次の詩句に出てくる｢緑｣(greenness)という色の内抱性はどうであろうか｡

Dear,SeCret Gree7meSS!nurstbelow

Tempestsandwindes,andwinter-nights,

Vexnot,thatbutoneseestheegrow,

ThatOnemadea11theselesserlights.29)

("TheSeedgrowingsecretly"11.25-28.)

確かに緑という色は自然の代表的な色で､生命力を象徴するという普遍的な価値を持っている｡

それは祖型的な想像力でとらえた人類に共通の象徴的価値である｡しかし､Pettetの次のよ

うな指摘を読むと､こうした一見何げない箇所にもヘルメス哲学的ニュアンスが浸透している

のに驚く｡

たとえば､｢緑の｣や｢緑｣という語は､ヴォーンの好む語であるが､それは単に成

長するものに対する彼独特の鋭敏さを示すだけではない｡それはまた､錬金術師たちに

とって植物世界(vegetableworld)の本質-そして驚異Nであったあの｢祝福され

た緑(力)｣(benedictaviriditas)をも示しているのである｡3O)

またヘルメス哲学において､緑は､創造的聖霊が鉱物世界(mineralworld)に｢水銀｣

(Mercury)の形をとって下降したのと同様に､植物世界には｢緑｣(greenness)という形を

とって下降したとの別の指摘もある｡つまり､緑という色は生命力の普遍的象徴であるにとど

まらず､当時のヘルメス哲学的内抱性をおびた､ヴォーンにとっては一種特別の色でもあった

わけである｡

またヴォーンの宗教詩において､光のイメジャリーが顕著なことはつとに指摘されるところ

であるが､その光にしても多分にヘルメス哲学的な色彩に染まっている｡ヘルメス哲学では

｢創造｣(creation)ということ､その豊かさ､驚異､神秘という側面を強調する｡そうであれ

ば､当然､生命の根源としての〈光〉､すなわち｢第一物質｣(primamateria)に作用して

生命を｢生成していく光｣(generativelight)が強調される｡とりわけ､始源の光である太陽
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は特権的な創造原理である｡たとえば､ヘルメス･トリスメギストスの作とされ､中世以来､

錬金術師たちの間で最高のテキストであった『エメラルド板』(TheEmeraldTable)には次

のような一節がある｡

〈｢太陽｣は[万物の]父にして､｢月｣はその母■･･〉31)

〈光〉の系である火のイメージも含めて､ヴォーンの詩に頻繁に出てくる"Sun""ray"

"beam""1ight""fire""white"等の語には､何らかの形で､創造に対するヘルメス哲学的な

神秘感､驚異感が潜んでいよう｡たとえば次のような箇所ではヘルメス哲学的な意味合いを無

視してはヴォーン的特質を読めないのではなかろうか｡

TheunthriftSunshotvitalgold

Athousandpieces,32)

("Regeneration"11.41-2.)

Howrich,OLord!howfreshthyvisitsare!

'TwasbutJuStnOWmybleakleaveshopelesshung

Sulliedwithdustandmud;

Eachsnarlingblastshotthroughme,anddidshare

Theiryouth,andbeauty,COldshowersnlPPed,andwrung

TheirspICiness,andblood;

Butsincethoudidstinonesweetglancesurvey

Theirsaddecays,Iflourish,andoncemore.

Breatheallperfumes,andspICe;

Ismelladewlikemyrrh,andalltheday

WearinmybosomafullSun;SuChstore

HathonebeamfromthyEyes.33)

("Unprofitableness''11.1-12.)

また先に述べた〈火〉の原理による浄化のイメージ("Touch,dbythy fire")も､金属変成

と精神の浄化再生の間のアナロジカルな関係をヘルメス哲学の思想が支えていたからこそ可能

な表現であったと言えるだろう｡

西洋思想の暗部に地下水脈のように伏在する錬金術やヘルメス哲学といった隠秘哲学

(Occultism)は､近代的合理精神Mプロテスタンティズムーが支配的になっていく過

程で排除された暗い知の流れと言えるだろう｡あるいはまた､公認の思想として正統キリスト

教神学が洗練され､システム化されていく過程で､切り捨てられていった非合理的部分､アモ

ルファスな部分が非公認の(あるいは非公開の)隠秘哲学として一部知識人たちの間で育てら

れていった魅惑的な妖しい花と言えるかもしれない｡

錬金術やヘルメス哲学などの隠秘哲学は､いわば､壮大な世界解釈の夢想であり､その本質

は､宇宙大の比喩のネットワーク､寓意の解釈システムをっくりあげる独特の象徴言語にある

-72-



露の雫は星の彼方のミルラの丘から

と言える｡"Asabove,SObelow"(下にあるものは上にあるもののごとく､上にあるものは下

にあるもののごとく)という万物照応(correspondence)の教義からもわかるように､それは

世界解釈の基礎をアナロジー(類比)の原理においており､すべてがメタフォリカルに解釈さ

れる○たとえば錬金作業が世界創造の過程のメタファーであるというように｡また世界創造を

性的二元論のもとにとらえ､(男女の)｢交合｣-｢受胎｣】｢誕生｣といった生殖に関する一

連の用語で説明するのも､そうした類比的な世界観のあらわれだろう｡

しばしば隠秘思想は無意識的な世界と通底している｡隠秘哲学が世界解釈の夢想であると同

時に､一種の生命哲学といった相貌を呈する由縁である｡何かしら異端的ないかがわしさとあ

る種の過激さが宿っているように感じられるのもそのことと無縁ではないだろう｡たとえば､

ヘルメス哲学は､本質的にキリスト教的プラトニズムの思想に根ざしている反面､正統神学で

は悪とされるカオス(混沌)や闇といった無意識的側面を､生命の源としてすくいあげる｡ヴォー

ンの詩の傑作とされる"TheNight"の中に出てくる印象的な語句"Adeep,butdazlingdark-

ness"もそうしたヘルメス哲学の思想を背後に宿した表現であろう｡いくつかの詩("And

dotheyso?","Rulesandlessons","Palm-Sunday"etc)に出てくる無生物をも含めた被造

物による神の賛美も､ヘルメス哲学が強調する神の創造の豊かさや驚異の観念と呼応するもの

であろう｡ヴォーンの想像力は幾っかの局面において､そうした隠秘哲学的な相貌をのぞかせ

ている｡

露のイメージ､あるいは純粋元素としての水という観念とのかかわりで､"The Water_

fall''という詩を例にとって､そこでのヘルメス哲学的な水の意味合いについて見ておきたい｡

TheWater-fall

Withwhatdeepmurmursthroughtime'ssilentstealth

Doththytransparent,COOlandwaterywealth

Hereflowlngfall,

Andchide,andcall,

Asifhisliquid,looseRetinuestaied

Lingrlng,andwereofthissteepplaceafraid,

Thecommonpass

Where,Clearasglass,

Allmust descend

Nottoanend;

Butquicknedbythisdeepandrockygrave,

Risetoalongercoursemorebrightandbrave.

Dearstream!dearbank,WhereoftenI

Havesat,andpleas'dmypensiveeye,

Why,Sinceeachdropofthyquickstore

Runsthither,Whenceitflow'dbefore,

Shouldpoorsoulsfearashadeornight,

Whocame(sure)fromaseaoflight?

Orsincethosedropsareallsentback
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Sosuretothee,thatnonedothlack,

Whyshouldfrailfleshdoubtanymore

ThatwhatGodtakes,he'11notrestore?

O usefulElement and clear!

Mysacredwashandcleanserhere,

MyfirstconslgneruntOthose

Fountainsoflife,WheretheLambgoes?

Whatsublimetruths,andwholesomethemes,

Lodgeinthymystical,deepstreams!

Such as dullmancan never finde

UnlessthatSpiritleadhisminde,

Whichfirstuponthyfacedidmove,

Andhatch'dallwithhisquickninglove.

As thisloudbrooksincessant fall

InstreamlngrlngSreStagnateSall,

Whichreachbycoursethebank,andthen

Arenomoreseen,]uStSOPaSSmen.

OmylnVisibleestate,

Mygloriousliverty,Stilllate!

ThouarttheChannelmysoulseeks,

NotthiswithCataractsandCreeks.34)

冒頭2行の息の長さ､および､多用される頭韻や1音の特権的な音的効果､さらに長母音と短

母音の巧みな組み合せによる緩急豊かなリズムは､今まさにあふれ落ちんとして流れ続ける豊

かな水の流れのみごとな音楽的一視覚的表現と言えよう｡快いせせらぎの音を発しながら､あ

ふれて滝壷へと落ちていく滝の動きは､死へと落下していく人間の､さらに滝壷に落下した後､

蒸散して大空へと帰っていく水は､死を通過して自らの故郷(すなわち｢初めの生まれ｣

(thyfirstbirth))である天界へと回帰していく魂のエンブレムヘと変わっていく｡すなわち､

滝は一個の自然現象でありつつ､同時にヴィジョンとしての風景と化しており､詩人にとって､

滝の動き一切は魂の道程の記号となっているのである｡一般にヴォーンにとって､自然や風景

はそれ自体で何らかの価値があるものではなく､その背後に隠れている霊的意味を解読できて

始めて意味を持っものである｡いわば自然は解読すべき一冊の書物(すなわち中世以来の被造

物の書)であり､｢神聖文字｣(hyerogliphicks)35)なのである｡このあたりにもすべてを比喩

と見るヘルメス哲学的な思想が影を落としていよう｡いくつかのヘルメス哲学的な観念や用語

("hatch,d","quickninglove","myinvisibleestate"etc)､ネオ･プラトニズムの〈流出〉

の思想(11.5-8.)を確認しておいて､水のイメージについて考えてみよう｡何よりも水を

｢元素｣(Element)という語で呼びかけている点に注E]すべきだろう｡その元素としての水は､

自然界の中での循環というイメージでとらえられ､現世と天界をっなぐ媒介となり､詩人の罪

を洗い清めて､その魂を天上の生命の泉へと運んでいくものとして機能している｡そこに､霊

的生命を授ける洗礼の水という宗教的象徴が重なる｡Pettetは"useful"という今日では平板な

形容詩に､｢宇宙的な過程｣(cosmicprocess)における水の働きについての､ヘルメス哲学的
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､な意味合いを読み込み､ヴォーンの弟のトマス･ヴォーンの且呼んrαとesから次の箇所を引用

している｡

この[水という]元素はいかなるものであろうと､すべての影響(influence)を輸

送し媒介するものである｡というのは､地球の中心から発散するものが何であれ､それ

は水になって上昇し､大気に運ばれるからである｡そして､逆に天からくるものはすべ

て水となって地上に下降する…｡鎚)

さらにトマスは"clear"という語に関しても､｢地上で純粋なものはすべて水から得られる｣

｢地上の水は､アダムの罪によって呪われたが､元素としての水は呪いからまぬがれた｣とい

う主旨のことを続く箇所で述べている｡つまり､ヘルメス哲学においても水は宇宙における純

粋な元素で天界の影響を地上にもたらす｢媒体｣(vehiculum)なのである｡それ故にこそ

"useful"であり､"Clear"なのである｡そのような宇宙的な循環の中でとらえる時､水蒸気

となって天空にのぼっていった積れなき元素としての水は､さらなる純粋物質となって｢天上

の物質にひたされて｣､再び｢光の海｣から､あるいは｢生命の泉｣から地上に降りてくる｡

それが雨であり､露である｡その時には第一物質に働きかける源初の創造的な水のように､

｢生きた雫｣("1ivingdrops")として､かわいた種子である人間の魂に再生という恵みをもた

らすのである｡この詩はそうした源初的な水の持っ宇宙的な､そして宗教的な作用を存分に示

した詩と言えよう｡

ヴォーンの宗教詩がすべてヘルメス哲学の影響のもとに書かれたということはできない｡確

かにある観念については強い影響をうけ､それが詩の中に明示的に現われている場合もあるが､

むしろHutchiusonが言うように､自分の信念や感覚に適合するヘルメス哲学の観念を詩の中

に｢同化｣(assimilate)37)したというのが正しく､弟トマスのように錬金術や哲学的議論の迷

宮の中に呑み込まれていくことはなかった｡そこに､彼の詩が哲学思想にもたれかかって詩と

しての独立性を失わずにすんだ幸福があった｡弟トマスの詩のように今日の読者を寄せつけな

い謎めいた象徴だらけの詩になることをまぬがれ得たからである｡逆にヴォーンがヘルメス哲

学に親しんだことは､彼の詩にある種の神秘的な奥行という魅力をつけ加えることになったと

言えよう｡我々が彼の詩を読んだ時に覚えるイメージの不思議な生々しさもそれと不可分に関

係している｡ヘルメス哲学は彼の元素的想像力(あるいは物質的想像力)の感覚を強め､鋭敏

にしてくれたとは言えないだろうか｡

露は伝統的表象として神の恵みをあらわす｡しかし､ヴォーンの露には､それに加えて､何

かしら独特の生々しい手ざわりが感じられる｡それは､彼の植物暗喩同様､ヴォーン特有の元

素的想像力､あるいは物質的想像力の感覚でとらえた祖型的な意味合いに､彼が影響をうけた

ヘルメス哲学的観念が独特の色彩を賦与した結果だと思われる｡その意味で､ヴォーンの露は

祖型的な露であり､また同時に17世紀的な露でもあると言えるのではないだろうか○

注

1)以上の具体的なイメージはいずれも祖型的な次元においては〈円環･球体〉という根源的イメージを

内抱している｡自足した小宇宙的球体としての｢屋敷｣についてはマーヴュルの"Upon the Hill

andGr｡VeatBill-borow,,､"UponAplletonHouse''(特に96連),｢部屋｣及び｢恋人の眼球｣
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という球体についてはそれぞれダンの"TheSunneRising,,､"Thegood-mOrrOW"､｢ミクロコス

モスとしての球体人間｣のイメージについてはハーバートの"Man"､マグダラのマリヤの流す｢涙｣

の球体性についてはクラショウの"TheTeare"などをそれぞれあげることができよう｡
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